
５ 教育研修・情報発信業務の概要
（１）研修

①研修会

＜県保健福祉環境事務所職員等に対する研修＞

研 修 名 期 間 内 容 受 講 者 担当課

平成18年度環境保全担 H18.4.28 ・サンプリング方法（大気・水質・底質 保健福祉環境事務所 水 質 課

当者技術研修会 ・土壌）の解説…留意点の確認，各種 公害担当職員等 大 気 課

機器の取扱方法の説明 （22名）計測技術課

衛生検査技術研修 H18.6.6－9 ・感染症新法に係る細菌検査 保健福祉環境事務所 病理細菌課

（微生物検査基礎研修） ・食品衛生法に基づく細菌検査 検査課職員等 （4名）ウイルス課

・水道法の細菌検査

・環境細菌検査

・講義「HIV迅速診断について（概説）」

衛生検査技術研修 H18.7.19－21 ・食品中の抗菌製剤、保存料の定量分析 保健福祉環境事務所 生活化学課

(食品化学検査研修） 検査課職員等 （8名）

衛生検査技術研修 H18.10.2－4 ・MBAS，COD，全リン分析の精度管理 保健福祉環境事務所 水 質 課

（水質検査研修） 検査課職員等 （4名）

衛生検査技術研修 H19.1.16－19 ・カンピロバクターに関する検査法 保健福祉環境事務所 病理細菌課

（微生物検査専門研修） ・衛生害虫に関する検査法 検査課職員等 （8名）ウイルス課

・講義「ノロウイルスの検査と現状」及 環境生物課

び「鳥インフルエンザ」について

計 5 件 46 名（延べ）

＜大学，高等専門学校学生に対する研修指導＞

学 校 名 期 間 内 容 受講者 担当課

H18.5.8－
久留米工業大学工学部 ダイオキシン類の分析 1 名 計測技術課

H19.3.17

福岡大学 医学部 H18.7.5－7 ウイルス検査 4 名 ウイルス課

有明工業高等専門学校
H18.7.20－26 水環境調査 2 名 水 質 課

物質工学科

有明工業高等専門学校 廃棄物最終処分場からの浸透水中の糖類とBODの
H18.7.31-8.4 1 名 廃 棄 物 課

物質工学科 分析

西南学院大学法学部 H18.8.7 県の研究所の役割等 1 名 研究企画課

近畿大学
H18.8.21－9.1 水質分析 1 名 水 質 課

産業理工学部

河川水中の VOCsの分析 計測技術課
熊本大学工学部 H18.9.4－9.15 1 名

食品中の残留農薬の分析及び合成抗菌剤の分析 生活化学課

計 7 件 11 名（延べ）
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＜その他の研修指導＞

団体名等 期 間 内 容 受講者 担当課

（国内）

地域保健研修 予防医学と疫学 所 長
H18.5.26 5 名

（臨床医の保健所研修） 感染症情報について 情報管理課

地域保健研修 予防医学と疫学 所 長
H18.7.19 3 名

（臨床医の保健所研修） 感染症情報について 情報管理課

地域保健研修 予防医学と疫学 所 長
H18.9.28 2 名

（臨床医の保健所研修） 食中毒について 病理細菌課

地域保健研修 H18.11.20 予防医学と疫学 所 長
（臨床医の保健所研修） 感染症情報について 2 名 情報管理課

食中毒について 病理細菌課

地域保健研修 H19.3.5 予防医学と疫学 所 長
（臨床医の保健所研修） 感染症情報について 4 名 情報管理課

食中毒について 病理細菌課

計測技術課
ダイオキシン類分析技術の現状と今後の課題

鹿児島県環境保健センター H19.3.15－16 2 名 大 気 課
環境情報処理システムの整備状況と運用

情報管理課

（国際コース）

JICA国別研修 H18.7.3 環境問題に対する疫学的アプローチ 所 長
（フィリピン環境管理） 大気汚染について 8 名 大 気 課

廃棄物処理の現状と今後 廃 棄 物 課

JICA 草の根事業（スリラ H18.10.16 環境問題に対する疫学的アプローチ 所 長
ンカ国河川モニタリング研 福岡県における水質モニタリングと 3 名 水 質 課
修） 保健環境研究所が行う行政支援について

JICA地域別研修（大気汚 疫学による大気汚染の健康影響調査 所 長
H18.10.23－25 8 名

染源モニタリング管理） 大気拡散演習，モニタリングとデータ処理 大 気 課

JICA（中国大同市研修員） H18.11.2 大気汚染に関する諸問題について 2 名 大 気 課

JICA青年招へい事業 保環研の役割・概要 所 長
（アジア循環社会コース） H18.11.15 大気モニタリング・解析 8 名 大 気 課
中国 水質モニタリング・解析 水 質 課

JICA青年招へい事業 保環研の役割・概要 所 長
（アジア循環社会コース） H19.1.22 大気モニタリング・解析 8 名 大 気 課
アセアン 水質モニタリング・解析 水 質 課

JICA集団研修（中東地域
H19.1.31 疫学調査について 6 名 所 長

産業環境対策コース）

JICA中国国別研修 病理細菌課
H19.3.9 ウイルス・細菌分離・同定試験、遺伝子検出法 2 名

（病原体検索技術） ウイルス課

計 14 件 63 名（延べ）
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②海外研修生研修＜海外研修生の受け入れ＞

研 修 名 期 間 氏名（出身国） 研修内容

JICA国別研修（水環境技術 揮発性有機化合物の試験方法
H18.7.26－8.10 Dao Hai Yen（ベトナム）

能力向上プロジェクトコース） 現場におけるサンプリングについて

③職員技術研修

研 修 名 主催 場 所 期 間 氏 名

海外研修生指導者研修 環境省 所沢市 環境調査研修所 H18.6.12－16 梶原 佑介

VOCs分析研修 環境省 所沢市 環境調査研修所 H18.6.26－7.5 楢崎 幸範

課題分析研修Ⅱ
環境省 所沢市 環境調査研修所 H18.7.10－14 熊谷 博史

（プランクトン）

環境汚染有機化学物質（POPs等）
環境省 所沢市 環境調査研修所 H18.9.4－15 安武 大輔

分析研修

厚生統計
第37回厚生統計地区別講習会 福岡県中小企業振興センター H18.10.26－27 髙尾 佳子

協会

特定機器分析研修Ⅱ（LC/MS） 環境省 所沢市 環境調査研修所 H18.11.6－17 飛石 和大

国立環境
環境情報ネットワーク研究会 国立環境研究所 H19.2.8－9 髙尾 佳子

研究所

最新分析技術研修（ICP/MS） 環境省 所沢市 環境調査研修所 H19.2.13－15 田中 義人

（２）客員研究員の受け入れ

大 学 名 期 間 内 容 氏 名

ダイオキシン類の前処理法及び
九州大学大学院工学研究員 H18.10.1－31 渡辺 優香

簡易分析法に関する研究
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（３）講師派遣

＜県（保健福祉環境事務所を含む）主催＞

名 称 月 日 主 催 場 所 講 師

水辺教室 H18.6.1 筑紫保健福祉環境事務所 那珂川町 緒方 健

水辺教室 H18.6.2 筑紫保健福祉環境事務所 大野城市 緒方 健

水辺教室 H18.6.5 山門保健福祉環境事務所 山川町 緒方 健

水辺教室 H18.6.6 山門保健福祉環境事務所 山川町 緒方 健

感染症サーベイランスシステム疑い
H18.6.9 保健福祉部健康対策課 福岡市 小野塚大介

症例システム研修

水辺教室 H18.6.12 朝倉保健福祉環境事務所 筑前町 緒方 健

水辺教室 H18.6.29 筑紫保健福祉環境事務所 那珂川町 緒方 健

水辺教室 H18.6.29 遠賀保健福祉環境事務所 岡垣町 山崎 正敏

緒方 健
水生生物講座 H18.7.1 環境保全課 筑紫野市 山崎 正敏

奥迫 芳美

遠賀管内保健福祉関係職員研究会 H18.7.6 遠賀保健福祉環境事務所 水巻町 片岡恭一郎

水辺教室 H18.7.12 筑紫保健福祉環境事務所 那珂川町 緒方 健

専門研修 H18.7.13 福岡県教育センター 篠栗町 緒方 健

水辺環境保全リーダー研修 H18.9.2,3 環境保全課 篠栗町 緒方 健

水辺教室 H18.9.6 久留米保健福祉環境事務所 うきは市 緒方 健

水辺教室 H18.9.25 筑紫保健福祉環境事務所 那珂川町 緒方 健

水辺教室 H18.10.3 筑紫保健福祉環境事務所 大野城市 緒方 健

水辺教室 H18.10.4 筑紫保健福祉環境事務所 太宰府市 緒方 健

感染症及び食中毒事例検討会 H18.11.2 保健福祉部健康対策課 福岡市 小野塚大介

福岡県感染症危機管理対策委員会 H19.3.23 保健福祉部健康対策課 福岡市 小野塚大介

計（県主催） 19 件
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＜市町村主催＞

名 称 月 日 主 催 場 所 講 師

春の里山を歩いて食べる H18.5.3 太宰府市文化ふれあい館 太宰府市 須田 隆一

親子で水の観察会 H18.6.10 太宰府市 太宰府市 緒方 健

夏休み親子水辺教室 H18.7.29 小郡市 小郡市 緒方 健

親子水辺ウォッチング教室 H18.8.3 久留米市 久留米市 緒方 健

紙すき講座～手作りはがき～ H18.8.3 太宰府市文化ふれあい館 太宰府市 土田 大輔

自然観察会(宝満川にいる生き物を
H18.8.5 筑紫野市 筑紫野市 緒方 健

探そう）

水生生物による河川水辺評価 H18.8.24 大野城市 大野城市 緒方 健

水辺教室 H18.8.26 那珂川町 那珂川町 緒方 健

「紙すき」実習 H18.9.28 春日市教育支援センター 春日市 濱村 研吾

秋の里山を歩いて食べる H18.10.14 太宰府市文化ふれあい館 太宰府市 須田 隆一

計（市町村主催） 10 件
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＜その他＞

名 称 月 日 主 催 場 所 講 師

（国内）

四王寺山自然観察会 H18.4.22 （財）おおのじょう緑のトラスト協会 大野城市 須田 隆一

福岡グリーンヘルパーボランティア
H18.5.27 NPO法人緑のまちづくり交流協会 篠栗町 須田 隆一

養成研修

環境細菌学の基礎から応用 H18.7.10 （財）日本環境衛生センター 大野城市 堀川 和美

牛頸川源流自然観察会 H18.7.16 （財）おおのじょう緑のトラスト協会 大野城市 須田 隆一

子どもの虐待予防における保健師の
H18.8.30 筑紫ブロック地域保健師研究協議会 大野城市 小野塚大介

関わり方に関する研究会

牛頸川源流自然観察会 H18.9.27 （財）おおのじょう緑のトラスト協会 大野城市 須田 隆一

宗像・遠賀ブロック地域保健師研究 宗像・遠賀ブロック地域保健師研究協
H18.12.1 岡垣町 片岡恭一郎

協議会研修 議会

総合学習講師 H18.12.5 太宰府市立水城小学校 太宰府市 緒方 健

（国際コース）

JICA研修「アジア太平洋諸国地域 愛知県
H18.8.14 JICA中部国際センター 吉村 健清

がん予防対策コース」 名古屋市

JICA集団研修
H18.10.18 （財）国際保健医療交流センター 熊本市 吉村 健清

「第2回農村医学（Ⅱ）コース」

計（その他） 10 件

＜大学等非常勤講師＞

学 校 名 科 目 期 間 回 数 講 師

鹿児島大学医学部 公衆衛生学 H18.12.4 1 吉村 健清

九州大学大学院医学系学府 疫学 H18.4.11－7.11 8 吉村 健清

久留米大学大学院医学研究科 疫学 H18.7.21－8.5 10 吉村 健清

産業医科大学 感染・免疫学講義 H18.11.9 1 千々和勝己

計（大学等非常勤講師） 4 件
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（４）委員等

委 員 会 ， 検 討 会 等 名 称 委 嘱 元 委員名

地方衛生研究所全国協議会理事（学術委員会委員長） 地方衛生研究所全国協議会 吉村 健清

全国環境研協議会常任理事（酸性雨調査研究部会長） 全国環境研協議会 吉村 健清

酸性雨対策検討会検討員 環境省地球環境局 吉村 健清

環境省総合研究開発推進会議検討員 環境省総合環境政策局 吉村 健清

(財)福岡県公衆衛生協会理事 (財)福岡県公衆衛生協会 吉村 健清

(社)瀬戸内海環境保全協会調査委員 (社)瀬戸内海環境保全協会 吉村 健清

放射線疫学調査評価委員会委員 (財)放射線影響協会 吉村 健清

放射線疫学調査調査運営委員会委員長 (財)放射線影響協会 吉村 健清

放射線疫学調査解析検討委員会委員 (財)放射線影響協会 吉村 健清

国際放射線疫学情報調査委員会顧問 (財)放射線影響協会 吉村 健清

油症患者診定専門委員 福岡県 吉村 健清

結核・感染症発生動向調査委員会委員 福岡県, 福岡県医師会 吉村 健清

結核・感染症発生動向調査解析委員会委員 福岡県, 福岡県医師会 吉村 健清

日本疫学会理事長 日本疫学会 吉村 健清

日本熱帯医学会理事 日本熱帯学会 吉村 健清

日本国際保健医療学会理事 日本国際保健医療学会 吉村 健清

日本衛生学会評議員 日本衛生学会 吉村 健清

日本産業衛生学会評議員 (社)日本産業衛生学会 吉村 健清

日本公衆衛生学会評議員 日本公衆衛生学会 吉村 健清

日本学術会議連携会員 日本学術会議 吉村 健清

健康調査分析検討委員会委員 熊本県 吉村 健清
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委 員 会 ， 検 討 会 等 名 称 委 嘱 元 委員名

ＩＡＲＣ国際共同研究委員会委員 ＩＡＲＣ（国際がん研究機関） 吉村 健清

福岡県環境教育副読本編集委員会委員 福岡県 河野 達治

福岡県健康増進計画策定ワーキング委員会委員 福岡県 片岡恭一郎

県民健康・栄養調査検討委員会委員 福岡県 片岡恭一郎

環境大気常時監視マニュアル改訂検討会及び作業部会委員 環境省 大久保彰人

ダイオキシン類環境測定調査受注資格審査検討会検討員 環境省 松枝 隆彦

ダイオキシン類環境測定調査受注資格審査検討会検討員 環境省 飛石 和大

ダイオキシン類精度管理委員会委員 (財)河川環境管理財団 飛石 和大

九州地方整備局ダイオキシン類品質管理検討会委員 国土交通省 九州整備局 飛石 和大

毒物劇物取扱者試験実施委員会委員 福岡県 中村 又善

日本食品微生物学会評議員 日本食品微生物学会 堀川 和美

日本環境変異原学会評議員 日本環境変異原学会 世良 暢之

糸島地域における健全な水循環の構築に関する委員会委員 九州大学 世良 暢之

ダイオキシン類による食品汚染実態の把握に関する研究班班員 厚生労働省 中川 礼子

医療用医薬品溶出試験検討会班員 厚生労働省 中川 礼子

筑紫地区健康危機管理連絡会議委員 筑紫保健福祉環境事務所 中川 礼子

医療用医薬品溶出試験検討会班員 厚生労働省 毛利 隆美

廃 FRP漁船高度利用技術開発事業炭化検討WG委員会委員 （財）福岡県環境保全公社 下原 孝章

ACFによる大気浄化技術検討会委員 国土交通省近畿地方整備局 下原 孝章

硝酸性窒素浄化技術開発普及等調査検討会委員 環境省 松尾 宏

八女市環境審議会委員 八女市 松尾 宏

環境省
瀬戸内海環境情報基本調査ワーキンググループ委員 熊谷 博史

（社）瀬戸内海環境保全協会
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委 員 会 ， 検 討 会 等 名 称 委 嘱 元 委員名

伊良原ダム自然環境保全委員会水環境ワーキング委員 福岡県伊良原ダム建設事務所 熊谷 博史

日本分析化学会九州支部幹事 日本分析化学会 永瀬 誠

廃棄物学会九州支部幹事 廃棄物学会九州支部 永瀬 誠

（財）リバーフロント整備セン
河川水辺の国勢調査「河川版・ダム湖版」スクリーニング委員 ター・（財）ダム水資源環境整備 緒方 健

センター

県民と育む「農の恵み」モデル事業ワーキンググループ委員 福岡県農政部農地計画課 緒方 健

伊良原ダム自然環境保全委員会水環境ワーキング委員 福岡県伊良原ダム建設事務所 緒方 健

福岡県多自然川づくり研究会委員 (財)福岡県建設技術情報センター 緒方 健

自然環境保全基礎調査植生調査九州ブロック調査会議委員 環境省生物多様性センター 須田 隆一

酸性雨対策検討会生態影響分科会委員 環境省地球環境局 須田 隆一

伊良原ダム自然環境保全委員会湿地ワーキング委員 福岡県伊良原ダム建設事務所 須田 隆一

伊良原ダム自然環境保全委員会植栽ワーキング委員 福岡県伊良原ダム建設事務所 須田 隆一

福岡県多自然川づくり研究会委員 (財)福岡県建設技術情報センター 須田 隆一

大野城市公園再整備のすすめ事業審査会委員 大野城市 須田 隆一
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（５）集談会

年 月 日 内 容

Ｈ18. 4 .27 「Listeria monocytogenesについて」 (福岡市保健環境研究所 主任研究員 樋脇 弘)

（第317回） 「辛子明太子の Listeria monocytogenes汚染実態調査」

（福岡市保健環境研究所 研究員 馬場 愛)

Ｈ18. 5 .25 「エイズの現状と迅速診断法の導入」

（第318回） （ウイルス課 千々和 勝己)

Ｈ18. 6 .27 「食品に残留する農薬等のポジティブリスト制度とその検査について」（生活化学課 芦塚 由紀)

（第319回） 「台湾ダイオキシン汚染研究プロジェクトへの協力について」 (生活化学課 梶原 淳睦)

Ｈ18. 9 .27 「県境における健康危機管理の課題と対応

（第320回） －福岡県久留米保健所と佐賀県鳥栖保健所における検討－」

（八女保健福祉環境事務所 副保健監 柴田 和典)

（情報管理課 高尾 佳子)

Ｈ18.10.30 「司法制度について」

（第321回） （中山・杉田・有岡・酒井法律事務所 弁護士 有岡 利夫)

Ｈ18.11.22 「西川流域及び矢矧川における赤水調査」 （水質課 池浦 太荘)

（第322回） 「ロックウールを用いた、休廃止鉱山の有害坑内水浄化」

（日鉄環境エンジニアリング（株） 事業開発グループ課長 大石 徹）

Ｈ19. 3 .28 退職者記念講演

（第323回） 「少年老い易く・・・・・」 （病理細菌課長 石黒 靖尚)

「長～くて、短い 31年5ヶ月」 (環境生物課長 山崎 正敏)
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（６）見学

見 学 者 年 月 日 見学者数

行 政 関 係 久留米市 H18. 4 .27 3 名

学 校 関 係 福岡県立小倉高等学校 H18. 5 .22 10 名

筑紫区小学校環境教育研究会 H18. 6 . 5 8 名

福岡県立久留米筑水高等学校 H18. 6 .21 43 名

杉森女子高等学校 H18. 6 .21 5 名

杉森女子高等学校 H18. 7 .25 3 名

九州環境福祉医療専門学校 H19. 1 .11 10 名

九州大学大学院 H19. 3 .26 2 名

そ の 他 JICA （青年招へい事業） H18. 6 . 8 25 名

KITA（フィリピン環境管理研修） H18. 7 . 3 10 名

志波地区コミュニティ協議会 H18. 7 . 5 19 名

(財)福岡県地区環境衛生連合会 H18. 7 . 6 15 名

KITA（スリランカ国河川モニタリング研修） H18.10.16 5 名

久留米地区環境衛生連合会 H18.11.28 24 名

JICA（中東地域産業環境対策コース） H19. 1 .31 6 名

計 15 件 188 名
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（７）成果発表会

開催日：平成18年11月29日(水）

場 所：吉塚合同庁舎

参加者：148名

平成18年7月に締結した福岡女子大学・福岡県保健環境研究所包括連携協定を記念し，

「食と環境の安心を目指して」をテーマに講演会を行った。

＜特別講演＞

食の安全・安心を考える

－農産物・加工食品に対する不安の高まりをどう解釈するか－

福岡女子大学・栄養健康科学科・教授 藤井 高任

〈研究発表〉

容器包装詰低酸性食品のボツリヌス食中毒に対するリスク評価

保健環境研究所・病理細菌課・専門研究員 堀川 和美

食品の化学物質汚染事例としての油症事件

保健環境研究所・生活化学課・専門研究員 梶原 淳睦

＜特別講演＞

大気エアロゾルの話

福岡女子大学・環境理学科・助教授 馬 昌珍

〈研究発表〉

廃棄物の不法投棄と調査手法の開発

保健環境研究所・廃棄物課・研究員 高橋 浩司

福岡県下での河川水生生物を用いた環境教育の取組

保健環境研究所・環境生物課・専門研究員 緒方 健

環境調和型生活材料に関する研究

福岡女子大・生活環境学科・教授 吉村 利夫

〈業務報告〉

福岡県における放射能の観測について

保健環境研究所・大気課・専門研究員 有田 明人

（８）ジュニアサイエンスフェア

開催日：平成18年11月3日

場 所：福岡県保健環境研究所

対 象：小学生以上

参加者：約720名

私たちの身の回りの保健や環境について，簡単な実験, 観察, 工作等を通して

楽しく学ぶことができる体験型イベント

・記念プリクラ ・人工イクラを作ってみよう

・けんびきょうを作ろう ・身近な植物で飾りを作ろう

・家でも作れる！簡単手作り臭い消し！

・牛乳パックと虫めがねでぼうえんきょうを作ろう

・燃える金属の燃焼実験 ・風と砂とトリックの世界

・水の中の生きものをみてみよう ・スタンプラリーで回ろう
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（９）印刷物の発行

①年報

第33号（平成18年12月28日発行）

②保環研ニュース

＜第57号＞ 平成18年6月発行

報 告：福岡県試験研究機関合同パネル展

：ISO14001更新審査

研究ﾄﾋﾟｯｸ ｽ：平成18年度研究課題

：研究課題の解説

最 近 の 話 題：大気浄化技術に対する新たな取り組み

連 載：食中毒を起こす細菌たち －土にいる食中毒細菌(3)－

＜第58号＞ 平成18年10月発行

お 知 ら せ：保健・環境ジュニアサイエンスフェア

：包括連携協定締結記念講演会

情 報 ひ ろ ば：水中ラドンによる屋内ラドン濃度への寄与並びに線量評価

研究課題の解説：廃棄物処分場の管理手法に関する研究

：ダイオキシン類のヒト健康影響に関する調査研究

－油症患者ダイオキシン類追跡調査を中心として－

：ダイオキシン類データベースの構築と解析及び簡易分析法開発への応用

：福岡県における健康情報システムの確立とその応用に関する研究

－健康危機管理マップ作成－

報 告：研修生等の受け入れ

＜第59号＞ 平成19年2月発行

報 告：保健・環境ジュニアサイエンスフェア

：包括連携協定締結記念講演会

情 報 ひ ろ ば：福岡県における大気汚染常時監視システムの更新について

研究課題の解説：食品中ダイオキシン類の高感度・迅速分析方法の開発に関する研究

：北九州における黄砂の影響に関する研究 －春季における高 SPM 現象との関連について－

報 告：平成18年度福岡県職域表彰（知事表彰）

：外部評価委員会

－57－



（１０）ホームページの更新（内容）

平成18年 5月 ・啓発資材を追加しました

・水生生物講座 受講生募集

・研究課題（平成18年度）

・保健環境研究所の外部評価について

平成18年 7月 ・保環研ニュース 第57号を掲載

・トピックス（大気浄化技術，食中毒を起こす細菌たち）

・平成18年度水生生物講座を開催しました（報告）

平成18年 9月 ・研究所紹介に大気課の業務紹介を掲載しました

平成18年10月 ・保健・環境ジュニアサイエンスフェアのお知らせ

平成18年11月 ・保環研ニュース 第58号を掲載

・トピックス（包括連携協定締結記念講演会，

水中ラドンによる屋内ラドン濃度への寄与並びに線量評価）

・福岡女子大学・保健環境研究所 包括連携協定締結 記念講演会のおしらせ

・第10回保健・環境ジュニアサイエンスフェアを開催しました（報告）

平成19年 1月 ・トピックス（ノロウイルスを予防するには？）を掲載しました

・福岡県の試験研究機関大集合!見て知ってフクオカのサイエンスのおしらせ

平成19年 3月 ・保環研ニュース第59号を掲載

・トピックス（食品中ダイオキシン類の高感度・迅速分析方法の開発に関する研究，

福岡県における大気汚染常時監視システムの更新について）
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